
 
 
 
 
 
 

品川区⽣物
せいぶつ

多様性
た よ う せ い

地域
ち い き

戦略
せんりゃく

及
およ

び基礎
き そ

調査
ち ょ う さ

 

 

江⼾前
え ど ま え

 の⿂とは東京
とうきょう

湾
わん

 （江⼾の前に広がる海）でとれた⿂

のことです。わたしたちの祖先
そ せ ん

 は、古くは縄⽂
じょうもん

時代
じ だ い

 から、東京
とうきょう

湾
わん

とそこに流れる川にすむ⿂や⾙を捕
と

 って⾷べてきました。江⼾
え ど

 時

代には東京
とうきょう

湾
わん

 での漁業
ぎょぎょう

 が盛
さか

 んになり、江⼾前
え ど ま え

寿司
ず し

 をはじめとし

て⿂を⾷べる⽂化が発展
はってん

したといわれています。 

都会のイメージがある品川区の「いったいどこに⽣き物がいるんだろう︖」と感じる⼈も多いかもしれません。 

しかし、林
りん

試
し

 の森公園やしながわ区⺠公園の林や池、⽬
め

⿊川
ぐろがわ

 や⽴
たち

会川
あいがわ

 、その先にある海辺などに、それぞれの環境
かんきょう

 を好むたくさんの

⽣き物がいます。また、道
みち

沿
ぞ

 いの⼩さな花壇
か だ ん

 や街路樹
が い ろ じ ゅ

 などのわたしたちの暮
く
 らしの中にあるみどりも、⽣き物たちは上⼿に利⽤していま

す。 みなさんも「品川区の⽣き物たち」を持って、品川区の⾃然と⽣き物を探
さが

しにいきませんか。 

地球
ちきゅう

温暖
おんだん

化
か

は、⾃然と⽣き物にも⼤きな影響
えいきょう

を与
あた

えています。 

品川区でも、本来は⻄⽇本など温かい地域
ち い き

 にすんでいたナガサ

キアゲハやクマゼミなどの昆⾍
こんちゅう

 が普通
ふ つ う

 に⾒られるようになったほか、

熱帯
ねったい

原産
げんさん

の植物も屋外で冬を越
こ

せるようになりました。 
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を捕
と

らえる 
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スズメ 

ニホンヤモリ 

都⼼では建物の隙間
す き ま

などに

巣を作ることもある 

最も⾝近な⿃ 

外灯
がいとう

のまわりで 

夜通
よ ど お

し貼り
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害⾍から屋敷
や し き
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※本地図は「数値地図（国⼟基本情報）」（国⼟地理院、2022〜2023 年）と「みどり率分布図」（品川区、2020 年）を加⼯して作成したものです。 
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・林業

りんぎょう
試験場
し け ん じ ょ う

 跡を利⽤した⾃然豊
ゆた

 かな公園で、⼤きく育った

落葉樹
らくよう じゅ

の林があり、さまざまな植物が⽣えています。 

・雑
ぞう

⽊林
きばやし

 にすむ⿃や⾍などが⾒られ、中には都会では 珍
めずら

 しい

野⼭にすむ⽣き物が⾒られることもあります。 

・江⼾
え ど

 時代の庭園
ていえん

跡
あと

 を利⽤して作られた公園で、⼈の⼿により

管理されたみどりと共存
きょうぞん

する⽣き物が⾒られます。 

・庭園
ていえん

の池にはトンボや⽔⿃が⾒られます。 

⼤井
お お い
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中央
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海浜
か い ひ ん

公園
こ う え ん

 
・運河沿

う ん が ぞ
 いに整備

せ い び
 された森と⽔辺が広がるエリアで、区内でも有数の

野⿃スポットです。 

・⼲
かん

潮
ちょう

 時には⼲潟
ひ が た

 が出現
しゅつげん

 し、⾙やカニ、⽔⿃にとって重要な場所に

なっています。 

・運河
う ん が

や⽬
め

⿊川
ぐろがわ

の⽔ぎわの⼤部分は護岸
ご が ん

されていますが、⽯積
いしづみ

ブロックの隙間
す き ま

や川底の

砂質
さ し つ

や泥質
でいしつ

にさまざまな⽣き物がすみついています。 

・潮
しお

通
どお

りのよい所ではマハゼやスズキなど江⼾前
え ど ま え

の⿂が⾒られます。 
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品川区の北⻄部は台地に、東部は低地および埋⽴地
う め た て ち

になっ

ています。台地の間には２つの川が流れ、海（東京
とうきょう

湾
わん

）にそそ

いでいます。 
品川区には、公園や学校、川や埋⽴地

う め た て ち
などに、街路樹

が い ろ じ ゅ

などの

みどりや、池や⼲潟
ひ が た

などの⽔辺といった⾃然があり、それぞれの

環境
かんきょう

を好む⽣き物がすんでいます。 

また、開発
か い は つ

などにより新しく⽣まれたみどりや⽔辺も、⽣き物た

ちは上⼿に利⽤しています。 

品川区の地形・⽔系※ 

 品川区の⾃然や⽣き物に関⼼を持ち、理解
り か い

を深めましょう 

 ⾝近な⾃然と触
ふ

れ合い、その場所や⽣き物を⼤切にしましょう 

 家に花壇
か だ ん

を増
ふ

やしたり、まちのみどりや花を育てたりする運動に積極的
せっきょくてき

に取組みましょう 

 品川区の⾃然や⽣き物を守る活動に積極的
せっきょくてき

に参加しましょう 

 環境
かんきょう

や⽣態
せいたい

系
けい

に配慮
はいりょ

した商品やサービスを選びましょう 

 外来
が い ら い

種
し ゅ

の正しい知識
ち し き

を持ち、3原則
げんそく

（⼊れない・捨
す

てない・拡
ひ ろ

げない）を守りましょう 

⾃然を守るためにわたしたちができること 

⽣物
せいぶつ

多様性
た よ う せ い

を守るために、わたしたちにもできることがあります。⼀⼈ひとりの⼩さな⾏動の積み重ねが品川区の

⽣き物を守ることにつながります。 

⾝近な⽣き物を観察
かんさつ

してみよう 環境
かんきょう

にやさしい商品を選ぼう 

品川区の成り⽴ち
と⾃然 

※地図は「基盤地図情報 数値標高モデル」（国土地理院、2019～2022 年）と「緑被分布図（首都圏）」（国土交通省都市・地域

整備局、2007 年）を加工して作成したものです。 

 緑被分布図は、国土地理院長の承認を得て、同院の技術資料 D・1-No.393｢細密数値情報(10m メッシュ土地利用)首都

圏｣を利用し作成したものです。(承認番号 国地企調第 376 号平成 20 年 1 月 4 日) 

 緑被分布図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図 5000(土地利用)及び数値地図

2500(空間データ基盤)を使用したものです。(承認番号平 19 総使、第 450 号) 

 元データ：©CNES2005/Tokyo Spot Image Distribution 
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取組 

品川区では 2023（令和５）年 3 ⽉に 新しい環境
かんきょう

基本
き ほ ん

計画と合わせて、品川区⽣物
せいぶつ

多様性
た よ う せ い

地域
ち い き

戦略
せんりゃく

を

策定
さ く て い

しました。 

わたしたちの暮
く

らしやすさと⽣き物たちのすみやすさを

両⽴した「⽔とみどりがつなぐまち」の実現
じつげん

を⽬指し、⽔

辺・緑地の保全
ほ ぜ ん

や緑化の推進
すいしん

、⽣物
せいぶつ

多様性
た よ う せ い

の保全
ほ ぜ ん

・再

⽣に関する取組を進めていきます。 

基本
き ほ ん

⽬標   「⽔とみどりがつなぐまち」を実現
じ つ げ ん

する 

わたしたちの暮
く
らしに⽋かせない⽔や空気、⾷べ物などは、豊

ゆた
かな⾃然やそこにすむ⽣き物の恵

めぐ
み（⽣態系サービス）に

よって⽀
さ さ

えられています。これらの⾃然の恵みは、多様な⽣き物がお互
たが

いに複雑
ふくざつ

なバランスを保
たも

つことによって成り⽴っており、

このバランスを保つ⾃然の仕組みのことを⽣物
せいぶつ

多様性
た よ う せ い

といいます。 
しかし、⼈間による活動が原因

げんいん
で、森や農地（⽥んぼや畑）が無くなったり汚されたりすることで⾃然のバランスがくずれ、

豊
ゆた

かな⾃然や⽣き物のすむ場所が失われつつあります。 

わたしたちが将来
しょうらい

にわたり⾃然の恵
めぐ

みを受け取れるように、⼈間の活動を⾃然や⽣き物に配慮
はいりょ

したものへと変えて⾏く必

要があります。 

[ 発⾏元 ] 品川区 防災まちづくり部 公園課 
〒140-8715 品川区広町 2-1-36  
TEL 03-5742-6799/FAX 03-5742-9127 

わたしたちの暮らしは、⾃然の恵
め ぐ

みに⽀えられている 

① ⽔とみどりを守り育てる 

② ⽔とみどりが⾝近にある豊
ゆ た

かな暮
く

らしをつくる 

③ 品川らしい⽔とみどりを継承
けいしょう

しまちづくりに活かす 

④ みんなで⽔とみどりを育
はぐく

む 

⑤ ⽣態
せ い た い

系
け い

の保全
ほ ぜ ん

と再⽣
さ い せ い

 

品川区⽣物
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多様性
た よ う せ い

地域
ち い き

戦略
せんりゃく

を策定
さ く て い

しました 
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